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   The penetration of Ciprofloxacin (CPFX) into the prostatic tissue and the serum was ex-
amined. Forty-four patients with benign prostatic hypertrophy treated with transurethral resection 
of the prostate were entered in this study. 
   CPFX was administered orally in a dose of 200 mg three times daily for three days preopera-
tively. The blood samples were taken simultaneously at the time of the tissue sampling. 
   The patients were divided into groups 1 and 2. In group 1 (16 patients), the tissue sampling 
was done about 17 hours after the final drug administration. The mean concentration of CPFX 
was 0.61±0.40 //gig in the prostatic tissue and 0.27±0.19 sg/ml in the serum. In group 2 (28 
patients), tissue sampling was done 5.5 hours after the final drug administration. The mean 
concentration of CPFX was 1.32±0.64 pg/g in the prostatic tissue and 0.65±0.31 ug/ml in the 
serum. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 37: 563-566, 1991)
































Pig.LCPFXの 化 学 構造 式
1989年10月か ら の2ヵ 月 半 の 間 に,当 院に お い て
564 泌尿紀要37巻 5号 1991年
TabieLCPFX(計1,800mg)200mg最 終 投 与 後 約17時間 の デ ー タ


































































































Table2.CPFX(計1,800mg)200mg最終 投 与 後5.5時 間 の デ ー タ










































































































































































森 田,ほ か:Ciprofloxacin・前 立 腺 組 織 内濃 度
投与および採取方法
手術 時 間 が午 前 と午 後 に 分 か れ た た め,groupl
と2に 分 け て 評価 した.・grouplは 午 前 中 に 手術 を
施行 した16例で あ る が(TableI),CPFX200mgを
1日3回,3日 間 で 計1,800mg投与 し,最 終 投 与 後
約17時間 で血 液5mlお よび 前 立 腺 約lgを 採 取 し
た.group2は 午 後 に 手 術 を 施 行 した28例で あ る が
(Table2),本剤200mgを 初 日は 昼 よ り2回 服 用 さ
せ,2日 目と3日 目は一 日3回 服 用 させ,手 術 当 日は
朝一 回200mgを 服 用 させ て最 終 投 与 後5.5時間 に て
血液5m1お よび前 立 腺を 約lg採 取 し,血 清 分 離 後
これ らを ただ ちに 凍 結保 存 した.
測 定 法
三 菱 油 化 メ デ ィカ ル サ イ エ ンス に依 頼 して大 腸菌
Kp株 を 指示 菌 とす るagarwel1法に て 測 定 した.
結 果
Table1には午 前 中に 手 術 を 施 行 した16例(group
l)につ い て,CPFXの 前 立 腺 組 織 内濃 度(以 下Pと
略す),血 清 中 の 濃 度(以 下S)お よび 前 立腺 と血 清





Table2には 午 後 に 手 術 を 施 行 した28例(group
2)につ い て,そ れ ぞ れ の濃 度 お よび 濃 度 比 を 示 した,
200mg最終 投 与 後5.5時間 で のPは0.27～3.17ug/g
であ り,平 均1.32±o・64μg/gで,sはo.22～1.36
μg/mlで平 均0.65±0.31deg/mlであ った 。 またP/s
は1.14～7.48で,平均2.21±1.18であ った.
考 察
藤 本 ら2)は前 立 腺 肥 大 症 患 者12症例 にお い て,CPF-
Xを200mg単 回投 与 し,被 膜 下 前立 腺摘 出術 に て
摘 出 した 前 立 腺 に て組 織 内濃 度 を 測 定 し,ピ ー ク値 は
投 与後 約2～3時 間 で あ り,P/sは1。6～2,0倍で,移
行性 は 良 好 で あ っ た と報 告 して い る.
森 田 らは 各 種 薬 剤 の単 回投 与 に よ る濃 度 よ りも,実
際に 治 療 的 に投 与 され た薬 剤 の前 立 腺 組 織 内濃 度 を 検
討す る 目的 に て,ピ リ ドンカ ル ボ ン酸 系 合成 抗 菌 剤 で
あ る,enoxacin(ENX),norfloxacin(NFLX),
ofloxacin(OFLX)を1日600mg3日 間 で 合 計
1,800mg投与 後,前 立 腺 肥 大 症 患 老 に お い てTUR一
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